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◆工事請負の変更契約

　町道北園有水線の工事で２６４万
７，５２０円の増額の変更契約を行った。
沖議員　計画変更の理由は何か。
松岡建設課長　工事中に岩盤の位置
が変わった事と舗装工事の追加が原
因。
沖議員　設計の時点でわかったので
はないか。
松岡課長　設計の段階で調査を行っ
たが岩盤が確認できない箇所があり
工事を進める中でわかった。
沖議員　アスファルト舗装は最初か
らわかっていたのではないか。
松岡課長　工事の施工の段階で３～
６工区において工事の施工箇所以外
でアスファルト面の不備な箇所が見
つかった。

◆総合計画策定条例の制定

竹下総務課長　地方自治法の改正に
より総合計画策定義務が撤廃された。
しかし、地方分権が叫ばれるなか、
町の総合的な計画は必要であるので、
総合計画策定条例を上程する。今回
の条例で基本構想及び基本計画は議
会の議決を求める。
福永議員　基本構想、基本計画、実
施計画この３つが総合計画である。
実施計画は個々の事業をする為の事
業計画であるのか。
野口企画財政課長　予算を裏づけし
た形で３年間を期間とし１年ごとに
財政状況を見ながら実施計画を見直
していく。
佐藤議員　総合計画はこれまでと同
じ期間とするのか。議員、町長は４
年の任期。総合計画も８年とした方
がよいのではないか。初年度も２４
年度からとし、改選後も継続ある総

営で行う。
沖議員　上益城全体で印紙条例をつ
くるのか。
竹下課長　御船町で基金条例を策定
し、運用していく。
佐藤議員　利用者の利便性が高まっ
た。どれくらいの利用者がいるか。
竹下課長　設置においては稼働率が
重要となる。経費が５００～６００万円
程度に見合うだけの売り上げがあれ
ば継続できる。採算は取れると聞い
ている。
福永議員　自動交付機に人をつけて
購入方法など取扱説明者は何名か。
竹下課長　町は収入印紙を売りさば
く人員を考えている。法務局の業務
は法務局が委託すると聞いている。

◆一般会計補正予算（第10号）

　繰越金の増額補正、諸収入の減額
補正。差し引き３８８，０００円の増とな
る。

◆議員提案 御船町議会基本条例
一部改正

　地方自治法の改正により、市町村
の基本構想作成の義務が廃止された。
今回、町執行部より御船町総合計画
策定条例が提出されたことに伴い基
本構想を議決事件に追加する。

合計画とすべきではないか。
山本町長　これまでの総合計画は
１０年だったが８年構想が良いと
思っている。２４年度から２７年度の
４年間、２８年度から３１年度にした
ほうが良いのではないか。再度確認
し報告する。
田端議員　首長が誰になろうとも基
本構想１０年間の筋論は変えないほ
うがいいのではないか。
　町民会議で町民の意見も取り入れ
るとのことだが、この前の一般質問
後、町民会議の会合はあったのか。
町民会議、審議会すべて経てできた
後、最終的に議会で検討するには時
間が足りないのではないか。
野口課長　総合計画の策定の現状は
素案を作成中である。各課長、係長、
担当者レベルまで落として充実させ
る。町民会議は今まで４回行ってい
る。また、近日中に町民会議を開催
する予定である。
山本町長　審議会は町長の諮問機関
になる。町長部局が計画したものを
審議会で審議し答申をもらうが、事
前の調整が大事である。議員には説
明、意見を聞きながら議決を頂く。
正式には文書で議長に事前提出し、
答えることを検討中である。

◆下水道条例の一部改正

◆御船町収入印紙等購入基金
条例の制定

竹下総務課長　昨年の７月２０日に
熊本地方法務局御船支局の廃止によ
り、利用者であった町民また商工会
から不便になったと声があった。法
務局跡地は１１月初旬の予定で自動
交付機の設置に取り組んでいる。町
は、印紙の売りさばき場を設ける。
基金の額は１００万円を基礎とした運

可 決

可 決

可 決

可 決

可 決

10月13日 （木） 10時から開いた。今回は執行部から専決処分の報告1件、条例案3件、一般会計補正予算が上程

された。また、議会から議会基本条例の一部改正を上程した。すべて全会一致で可決した。

総合計画策定の条例化へ！
議会基本条例の一部改正も！！

10月定例議
会

新しい法務局　笑顔でお出迎え
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大事な交付金
　平成１９年度から実施してきた「農
地・水・環境保全向上対策」は、平
成２３年度から「農地・水保全管理
支払交付金」として名称を変え支援
を拡充している。
　この事業は、活動組織が地域共同
で行う農地、水路等の資源の日常の
管理と農村環境の向上に資する活動
及び水路、農道、ため池等の補修や
更新、施設の長寿命化のための活動
である。
　御船町においては、２３年度より
新規８地区を含め１９地区が取り組
んでいる。

自然災害
　６月１０日から７月８日にかけて
の梅雨前線豪雨により発生した公共
土木災害について、８月８日の第２
次から９月８日の第４次により災害
査定が終了した。
　今後の予定は、１１月に工事を発
注し、来年２月頃にはすべての工事
を終了する予定である。

　議会運営委員会を９月２９日に開
いた。各種案件、定例会１０月会議
の進行等について協議し、議事日程
は、１０月１３日の１日間と決定した。
　全員協議会を１０月５日に開き、
各種案件について協議を行った。
　９月２６日から２８日にかけて議員
研修会を行った。
　１０月４日開催の上益城郡議長に
おいて、上益城郡町議会議員研修及
び親善スポーツ大会を１１月１１日に
御船町で開催することにした。
　視察受け入れは、１０月１２日に福
岡県福津市議会、大津町協働の会の
研修を受け入れた。議会活性化の取
組みや、議会基本条例などについて、
意見交換を行った。
　組合議会は、御船地区衛生施設組
合議会が開催された。

秋の交通安全運動
　９月２１日から３０日までの１０日間、
「子どもと高齢者の交通事故防止」
を全国運動の基本として、秋の全国
交通安全運動が展開された。
　老人会をはじめ各種団体、町職員
等による、児童生徒の登校時の街頭
指導を行い、事故防止に努めた。

健康、いきいき御船町
　９月２３日に、町体育指導委員協
議会主催によるワンバウンドふらば
～るボールバレー大会がスポーツセ
ンターで開催され、各地区から１７
チーム約１２０名の参加があり白熱し
た試合が展開された。９月３０日「第
５３回熊本日日新聞社金婚夫婦表彰
状伝達式」があり、本年度は、７５
組のご夫妻が金婚式を迎えられた。
１０月４日、１００歳到達者の巡回訪
問を実施した。本年度の該当者は７
名であった。

御船の宝
　町内保育園の運動会が、１０月２
日（日）に開催された。
　運動会には絶好の天気で、園児た
ちは、元気に、かけっこやダンス、
親子競技など、これまで練習してき
たことを精一杯、会場の皆様に披露
し、温かい拍手が、グラウンド一杯
に響いた。

今城区の用水路清掃（交付金事業）

負けるもんか！！（若葉保育園）

ワンバウンドふらば～るボールバレーで
健康づくり

議 長 報 告

行 政 報 告

10月の議会の     き動
4日 上益城郡議長会
5日 議会改革推進特別委員会・

全員協議会・
広報委員会

11日 御船町衛生施設組合議会
12日 小川御船線要望活動・

大津町協働の会、
福岡県福津市議会視察受入れ

13日 議会・
広報委員会

15日 熊本県人権教育研修会
19日 香川県小豆島町議会・

新潟県出雲崎町議会
視察受入れ

21日 宮崎県児湯郡議長会研修
24日 議会改革推進特別委員会・

あおぞら会議
25日 議会運営委員会視察研修

（～26日）
27日 埼玉県戸田市議会・

石川県津幡町議会視察受入れ
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田上議員　御船町では恐竜博物館、
ふるさとふれあい館など新しい施設
が計画されている。今でもイベント
開催時は駐車場が少なくて停められ
ない状態であるが今後、この駐車場
についてはどうするのか。
山本町長　庁舎等施設利用検討委員
会を９月に設置した。この委員会を
活用して住民の意見や各種団体の意
見を聞いて検討していく。第一点目
として現在の駐車場スペースで利用
できないか、また今後の申請による
川街づくりによる御船川整備で新設
できないか。第二点目として役場近
辺に駐車スペースがないのか、こち
らは財源も必要であり持ち主との調
整も必要になってくる。この二点を
中心に検討していく。
　イベントの開催時の一時的に車が
多い場合の対応は検討委員会で意見
を出してもらう。マニフェストにも
掲げている「健康いきいき御船町」
もテーマに掲げながらやっていく。
職員についても駐車スペースが少な
いから乗ってくるなではなく、いろ
んな視点から職員間からも提案を募
集していきたい。また議会の提案や
住民の意見も聞きたい。
　中心市街地のハード整備は平成
２５年度まで事業がかかるので、恐
竜博物館がオープンする２６年度ま
でには方向性を出したい。
田上議員　御船町の駐車スペ－スは
現在、役場周辺に約４００台。ここに
職員や公用車は何台駐車しているか。
民間であれば従業員は少し離れた駐
車場や公共の交通機関を利用し、利
便性のある駐車場はお客様用である。
今後新たな施設ができて、観光客も
増えると思うが、役場職員・議員の
駐車場はどのように考えるか。

少し足を延ばし御船川左岸への流れ
を作り、街なかギャラリーへと繋げ
ていく方策にもなると考える。この
件についても検討委員会で十分議論
をしていく。

田上議員　役場周辺に新たな駐車場
建設は難しい。民間の既存施設との
提携などは考えているか。
竹下課長　民間既存施設との連携は
現在、役場東側にある民間会社の駐
車場を活用しており、今後は、街な
かギャラリーを中心とした御船町左
岸でも民間既存施設の活用を視野に
入れ検討を行う。
田上議員　今ある駐車場の有効利用
と民間との連携、そして新たな駐車
場確保などを的確に考え、たくさん
の観光客が御船町へ来てくれること
を望む。
　まだ、どれだけの観光客が来てく
れるのかは未知数なので観光客数や
駐車場の利用状況を見ながら今後の
展開を考えてもよいのではないか。
　最初から全てを用意する必要はな
いと思う。まずは現状を把握し職員
をはじめとした町民から良い提案が
されることを期待する。

竹下総務課長　職員１５６台、公用車
３５台で計１９１台駐車している。本
町は、平成４年度を境に役場周辺に
公共施設が建設されてきた。しかし、
駐車場は約２００台の整備が行われた
にすぎず、昭和の時代からすると自
家用車通勤の職員も増加し職員の占
める割合が増加した。今後シンボル
ロードを中心として、ふれあい広場、
恐竜博物館、観光交流センター、子
育てふれあい館と整備、建設が予定
されており、抜本的な対策が必要に
なってくる。現在、駐車場等の諸問
題の検討委員会を立ち上げるため御
船町庁舎等施設利用検討委員会設置
要綱を制定しており、今後､既存の
駐車場を基本として、駐車場問題を
検討していく。

田上議員　大型バスの受け入れにつ
いてはどう考えるか。
竹下課長　現在も大型バス利用が行
われているが、新たな恐竜博物館が
オープンすると大型バス利用者の増
加が予想される。町では、博物館に
車寄せのスペ－スを確保し、下車後
は、ふれあい広場或いは、カルチャー
センター東側駐車場等に待機を考え
ている。現在整備中のふれあい広場、
恐竜博物館、観光交流センターから

まずは現スペースで！
新しい施設の駐車場はどうするのか

田上　　忍　議員

道路が整備され大型バスの駐車が
可能になったカルチャーセンター横

庁舎北側の職員、公用車用駐車場
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藤川議員　９月決算議会で小学校・
中学校の耐震工事の状況について質
問した。御船中学校耐震工事の防壁
工事内訳書について、御船中学校外
壁に設計変更が行われるかと尋ねた
ら、米満教育課長の回答は「設計変
更がある」と答弁された。設計変更
することにより品質低下に繋がり、
後々に問題が起こらないか問う。
米満学校教育課長　９月の決算議会
で私が「塗装の工法を変更しました」
と答弁した。決裁も受けてない内容
であり、変更する計画で進めている
に訂正したい。お詫び申し上げる。
　この設計は、公共建築改修工事標
準仕様書に基づき行ってあり、熊本
県建築課の営繕室の審査を受けての
ものであるから、品質低下にはつな
がらないと考える。

藤川議員　中学校の２学期に工事が
行われている。２学期は３年生に
とって高校受験に大事な時期だ。こ
の工事で３年生は高校の受験勉強に
影響ないか。
増永教育長　本当に、私も心苦しく

頃に議会承認を得た。
藤川議員　課長は交付金の県の認可
が７月と言われた。予算は６月に承
認されている。
米満課長　予算がないと事業ができ
ないので、予算だけは前もって確保
している。
藤川議員　という事は、県の交付金
の認可が下りる前に、議会承認を得
たということか。もし県の認可が下
りなかったら、計画は破綻だったと
いう事か。
米満課長　はい。そうだが、事前に
県とも情報交換して、文科省の動き
を探っている。内示を前提に予算措
置をしている。
藤川議員　だとすれば、夏休みに一
応交付金が認可される事を前提に、
地元の業者で入札しなかったのか。
米満課長　審査・推薦する際に、総
務課とも協議して事前協議を行った。
藤川議員　この承認が下りるまでは
地元の業者並びに入札のことは全く
考えていなかったのか。地元の業者
で計画はあったのか。
竹下総務課長　この工事は前年度に
手を挙げて、後付け予算を付ける。
今年度は統一地方選挙の年で、当初
予算に入れることができず、６月の
骨格予算に入れたというのが経緯で
ある。
藤川議員　外壁工事において、全面
はぎ取りから部分はぎ取り変更に
なった経緯の説明と、品質低下につ
いて質問する。
米満課長　前述通り、まだ計画中で
あり決裁も下りていないので答弁を
控える。また、ひび割れ増について
は２１年度の調査時点では２階部分
と３階部分の劣化状況が把握できな
かった。

思っている。やはり子どもの教育環
境を考えると、最大限配慮をしなけ
ればいけない。今回の工事は私が着
任前に決まっていたことではあるが、
当然、前教育長や教育委員会のほう
でも十分検討された事と理解してい
る。
藤川議員　２１年度に計画が出来上
がって、県に交付金申請される。交
付金が承認されたのを確認したのは、
いつ頃か。
米満課長　６月・１１月・２月の年
に３回建築計画の申請が可能だ。建
築計画で中学校の件は、昨年の６月
に計画をあげている。
藤川議員　昨年６月に手を挙げて、
交付金はいつ承認されたのか。
米満課長　正確かな期日は覚えてな
いが、今年の７月頃だと思う。

藤川議員　今課長は今年の６月か７
月に交付金の認可が下りたといわれ
た。
米満課長　その認可を受けて７月
２６日に入札を行っている。入札の
結果、新規建設が落札し、８月１日

Q
藤川　博和　議員

設計変更は品質の低下にならぬか

耐震補強や外壁塗装が進む中学校　10月8日撮影

品質の低下にはつながらない
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一
般
質
問

A
Q

公道にはみ出した草木について

福永議員　現在、町はどのように対
処しているのか。
松岡建設課長　地域住民の方々の要
請により、地権者の了承を得ながら
その都度対処している。
福永議員　どの町でも対応に苦慮し
ている問題である。
　今、まちづくり交付金事業等大型
公共事業計画が進んでいる。街の環
境を大きく変えていく計画でもある
ので、環境基本条例等基本的な指針
や基準が必要ではないか。
松岡課長　現在、条例制定等の具体
的計画はないが、県でも条例や基準
等の制定作業を進めているとのこと
なので、今後そのような条例や基準
を設けることも検討課題になってく
ると思う。

街路樹について

福永議員　シンボルロードを桜並木
にする計画があると聞いたが樹木選
定の経緯は？
松岡課長　シンボルロード検討委員
会で桜という意見が一番多かったの
でそれを尊重した。
福永議員　すでに桜並木がある他市
町村に桜並木の問題点等について問
い合わせたか。他市町村はどのよう
に答えたか。
松岡課長　熊本市に問い合わせた。
桜の寿命は４０年から５０年で３０年に
一度は植え替えが必要とのことだっ
た。また、木が大きくなると根がはっ
て地面が浮くという問題点もある。
福永議員　私も桜並木を管理してい
る熊本市、大津町、甲府市などに問
い合わせた。
　そこで聞いた問題点は、課長が答
えた問題点の他に、毛虫の大量発生、

指すのが教育の目的である。
福永議員　教育現場では先生方の事
務量が増え、子供たちと向き合う時
間が減ってきている。
　先生方が子供たちと向き合う時間
を増やしていくためにも、事務量の
削減と共に、支援員等の増員が必要
ではないか。
増永教育長　現場の問題点は認識し
ている。事務量の削減は現在進めら
れている。国や県の制度を利用して
職員等の増員をはかり、不十分なと
きは町独自での支援員等の配置も検
討する。
福永議員　昨年度は学校教育に関し
て、使われず余った予算が多額にあ
る。学校の先生方が、努力して節約
された分は、翌年度の予算に反映す
ることはできないか。また、予算の
使い道に関しても、細かく指定され
ており柔軟性がない。予算の使い道
にもう少し柔軟性をもたせられない
か。
野口企画財政課長　余った予算に関
して、翌年度に反映させる様には
なっていない。
山本町長　予算に関して、手間隙か
けて細目をどうするか、というのが
職員の仕事でもある。理解はできる
が、新教育長の元、協議検討の上予
算を組んでいきたい。

定期的な消毒の必要性、枝が横に張
るので道路にかかり車との接触事後
が起こりやすい、ウイルス感染しや
すいので剪定が難しいなど、管理が
難しい樹木であるということだった。
景観については、桜の季節は大変美
しいが、季節を過ぎるとみすぼらし
くなるということもある。
　桜並木を見直す考えはないか。
松岡課長　検討委員会の意見なので、
見直しは難しい。
福永議員　検討委員会には、植え替
えの費用や消毒剪定など維持管理の
費用を示したのか。
松岡課長　具体的な数字は示してい
ない。
福永議員　データを示さなければ正
しい検討は難しい。メリット・デメ
リットを正確に示した上での検討が
必要。シンボルロードを並木道にす
る場合、町内で初めて町が管理する
並木道になる。樹木選定は慎重に検
討するべき。
松岡課長　内部であらためて調査、
検討をしたい。

御船町の教育について

福永議員　教育の役割をどのように
考えるか。
増永教育長　「人づくりはまちづく
り」と考えている。人格の完成を目

福永　　啓　議員
現場の問題点は認識しているので、対応を検討する

事務量削減や支援員の増員等で、先生方が子供と向き合う時間を増やすべき

御船の明日を担う、子供たちの笑顔のために



（7）御船町議会だより 2011年 11月30日発行　No.58

勇気と奮起が政治家の要素
御船町議会６月会議録を事前

チェックをしてもらい、会議録１５０
ページがことこまかに指摘されてい
た。
「議会基本条例を制定した先進町
議会にふさわしい御船町議会づくり
の構想を議会運営委員会を中心に描
き、その実現に努力する考えは」の
ご挨拶があり緊張の始まりとなっ
た。会議録の議員、執行部の発言が
黒塗りになる程チェックがされてい
た。本会議で発言する言葉の使い方、
むだな言葉が多い丁寧語などだらだ
ら発言でなく、すべての発言が簡明
が大事であると指導された。議員に
とって檜舞台である一般質問は最終

第13回全員協議会報告

10月5日開催

町長あいさつ
　敬老の日を記念し１０月４日、百
歳到達者７名に内閣総理大臣から表
彰状を伝達しに行って来た。これか
らも健康長寿のまちづくりをしてい
きたい。

運用業務保守委託料

（月額　141,750円）

　議会中継システムのカメラが採決
の時全議員の賛否が見えるよう、ラ
イブ中継だけでなく録画も視聴でき
る体制を整えた議会であった。
取組みについては平成２１年３月
の定例会で庁舎モニターや村内テレ
ビ放送はできないか論議され、２３
年３月から議会のライブ中継を始め
たが、村民からライブ中継だけでな
く、録画配信の要望があり２３年９
月定例会で改修予算を可決し改修を
進めている。村民に新しい情報を提
供するために議会の翌日の夕方には
公開されると聞き驚いた。

日でなく会期のは
じめに行うのが筋
であると助言。質
疑やお願いの一般
質問とならないよ
う本会議に議員必
携、会議規則、申
し合わせ事項等を
持参し臨むべきで
あると指導された。
チェックされた
会議録を見ると的
確な発言はむずか
しいが努力すべき
と感じた。

中継で賛否見える相良村
２６日は、議会
がより身近なもの
となり開かれた行
政となるよう、イ
ンターネット、村
民ホールにて議会
中継を始めた相良
村議会で研修を
行った。
導入時の経費

（1,892,000円交付金）

議会報告会の質疑の回答書
　８月に各地区で開催された住民参
加の議会報告会の最終報告書を取り
まとめた。報告書は各区長に一部づ
つ配布する。また情報公開コーナー
に閲覧用としてファイルして置く。

お詫びと訂正
　あおぞら２１第５７号１３ペー
ジの全員協議会報告の中で
「報告・協議事項」の郵政民
営化の見直しに関する請願の
記事は「総務常任委員会　池
田浩二委員長」の委員会報告
でした。

議 会 運 営 委 員 会 研 修 報 告 委員長　田中隆敏

　10月25日 （火） ～ 26日 （水） にかけて行った。1日目は元鹿児島県町村議会議長会事務局長の池田正夫さんから

議会運営委員会の役割について指導を受けた。2日目は相良村議会のインターネット中継の研修を行った。

会議録や広報誌を丹念にチェックされ、アドバイスを受ける
…10月25日　講師池田正夫先生（正面）

議会のインターネット中継の説明を受ける
…10月26日　相良村議会にて

更なる議会改革にむけて
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新潟県出雲崎町議会
香川県小豆島町議会

産業建設常任委員会

委員長　吉村 公一

１０月１９日（水）に受け入れた。
研修内容は議会活性化の取組みに
ついて行われ、議会モニターの選定
の仕方や議会基本条例制定、通年議
会で良かった点および悪かった点な
どの質問を受けた。また、議会広報
についての質問も受けた。
視察に来られた市町村の議会活性
化に繋がれば良いと感じた。

埼玉県戸田市議会
石川県津幡町議会

民生文教常任委員会

委員長　佐藤 俊明

１０月２７日（木）に受け入れた。
津幡町議会は、来年４月から通年議

会を取り入れたいということであった。
戸田市議会からは３０代の議員2人の
参加もあった。質疑は住民参加をいか
に行っていくかということに集中した。
議員定数や報酬の意見交換も行っ

た。今後の御船町議会の改革にも参
考にしたい。

福岡県福津市議会
熊本県大津町協同の会

総務常任委員会

委員長　池田 浩二

１０月１２日（水）福津市議会議長、
議会改革調査特別委員会１１名、事務
局３名、大津町協同の会会長はじめ
１０名を総務常任委員会で対応。
基本条例制定までをパワーポイント

で説明後、議会活性化について、議会
報告会、通年議会、議会だより、議会モ
ニター、議会アドバイザーあおぞら会
議等活発な意見交換をおこなった。

議会改革推進特別委員会
報告 委員長　井本 昭光

　１０月２４日（月）に第6回議会改
革推進特別委員会が行われた。
まず、議員定数について審議され

た。
平成１６年の合併問題時に行政改

革が行われ当時２０人の議員を１６人、
１４人に削減する話があり議会側は
１６人と決定しその後も１４人の審議
は進めていく、と約束した。
今回の選挙では議員削減の審議が

遅くなったので定員１６人で選挙を
行った。
削減する理由を明確化し、説明す

る必要がある。これが一番大切では
ないか。　
議員定員を１２人、１４人、１５人

の３案に決定した。常任委員会、３
委員会を１つの委員会を合併し２委
員会とする案を検討。

また、議員報酬の件、政務調査費
の件も審議された。
議員１人削減で約３，６９０，０００円、
となる。
政務調査費に関しては月に２万円
とすれば、１人削減の金額の範囲で
できる。また、政務調査に関しては
議員個人の勉強会をする必要がある。
報酬に関しては様々な意見を考慮
しながら進めていかなければならな
い。これから、若い人たちが議員に
立候補できるような態勢を作ってお
く事も大事である。
今後は、今までの経緯、削減理由
を文章で作成し、常任委員会の数や
報酬問題、政務調査費問題など考え
ていく必要がある。
１１月２４日～２５日に議員削減した
福岡県に研修に行く。その研修を経
て１２月の全員協議会で議員定数案
を上程することとした。

御船地区衛生施設組合
議会報告 池田 浩二

１０月１１日（火）午後３時３０分よ
り御船地区衛生施設組合会議室にお
いて平成２３年度第２回組合議会定
例会を開会。

認定第1号　認定

一般会計歳入歳出決算書

歳　　入　203,025,497円

歳　　出　189,489,858円

差引残額　 13,535,858円

議案第4号　可決

職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例等の一部改正する条例の

制定について

議案第5号　可決

職員の育児休業等関する条例の

一部を改正する条例の制定につ

いて

議案第6号　可決

平成23年度一般会計補正予算

（第1号）

総務監理費　5,535,000円

視察受け入れ相次ぐ

議員１人削減で３６９万円の減
住民参加をいかにするかで白熱をおびた活発な意見交換が行われた 毎月発行の議会広報にも多くの質問があった
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1）農業振興策は
御船町の平坦地と中山間地の面積割合は、２０％と

８０％程である。この環境で特に中山間地の高齢化問題
は喫緊の課題といえる。議会としても、本年度の議会報
告会で各地区の皆様より色々な意見を伺ったが、未だ結
論に至っていないところである。
一方で農業委員会としては①優良農地の確保を行いな

がら､次世代へ後継していく計画②認定農業者への農地
の集積化など重要な課題として取り組んでいる。
今後、耕作放棄地でのソーラー発電事業や水路で発電

させる小水路発電事業など知恵を絞って対策を考えてい
く事も重要である。ただ後継者が育っていないのも事実
である。農業を専業でやれない一つの理由に、経済的な
問題があるので､農家で生活していけるように方向性を
見極めながら検討していく必要がある。

2）耕作放棄地解消への協力は
農地の有効活用について､毎年アンケート調査を行っ

ている。JAが主体となって、中山間地で２０～３０㌶規模、
平地では１０～２０㌶規模の集積農地を募っている。ある
程度集積出来れば貸付を希望する者へ仲介を行うとされ
ている。農業委員会に対する土地活用に関する相談とし
ては、人手をかけにくい僻地など困難である場合が多い。
個別補償が無くなれば、平地に比べて中山間地はこれま
で以上に難しくなる。七滝地区でも２８０戸のうち専業農
家は３件だけになった。非常に厳しい状況である。中山
間地では耕作放棄地が増加の一途であり、後継者が無く、
とても厳しい状況である。

【御船町の耕作放棄地の現状】

２２年度より農地利用状況調査が開始され、今年度も
１０月２１日までの状況を耕作放棄地の把握（表参照）の
ために実施した。荒廃農地について、直接連絡を取りな
がら貸し手と借り手の仲介をしている。使えない土地や
放棄地は条件が厳しく、借り手に不利な場合が多い。

耕作放棄解消面積（農地利用状況調査）より （平成23年10月21日現在）

調査年度 耕作放棄地面積（ha） 解消面積（ha） 内 訳（㎡）

H22年度 227 11.36
国事業 6,800

県事業 106,858

H23年度 15.5 1.60
国事業 11,176

県事業 4,846

耕作放棄地面積内訳 （平成23年10月21日現在）

調査年度 耕作放棄地面積（ha） 平坦部（ha） 平坦部（ha）

H22年度 227 65.71 161.93

3）農業委員の女性登用は
御船町では、これまで２名の女性委員を推薦または選
任してきた。来年が改選時期であり、１月１７日が改選
となる。今年の５月の全国大会でも是非、各市町村でも
女性農業委員を選出するようにといわれているので、御
船町議会から最低でも２名は推薦戴きたい。

上益城郡内女性農業委員状況 （平成23年10月21日現在）

御船町 嘉島町 益城町 甲佐町 山都町

農業委員数
（女性委員数）

20
（２）

16
（0）

20
（２）

20
（２）

32
（3）

4）平坦部会の課題は
３年前から放棄農作地の問題と農地集約の問題に取
り組んでいる。矢形川護岸の１００㌶程を集約に取り組
み、JAと農業委員や事務局と一緒になって各地区にア
ンケート調査を実施している。各地区に若い認定農家も
いるので農地集約を進めていく。平坦部での基盤整備は
進んでいるが山間部は厳しい。

5）中山間部会の課題は
４つの取り組みとして、①放棄地への防止対策②優良
農地の保全対策③特定農山村創業支援事業④勉強会など
に取り組んできた。それぞれの取り組みの中で課題はあ
る。前向きに取り組んでいる。

耕作放棄地で発電を！あ
お
ぞ
ら
会
議

あおぞら会議とは！！
町民からなるグループや団体
から提案されたテーマに基づ
き意見交換を行うもの。
お申し込みは議会事務局まで。
☎ 282-1386

10月24日（月）16時から庁舎3階大会議室で開いた。

農業委員会との意見交換会は平成20年7月に第1回が開催されて以来である。

内容は以下5項目についての検討である。

～農業委員会と意見交換～

あいさつをする農業委員会　宮木力会長
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９月２６日（月）
午後１時３０分よ
り神奈川県開成
町において、「あ
じさいの町開成
自治基本条例」
の制定の取組み
について研修を
行った。
開成町からは、
開成町議会議長、
副町長、行政推
進部長、企画政
策課長が出席さ
れた。
条例を制定する理由は、町民が自
治運営に参加する権利を保障するこ
とができ、町民のニーズに反映した
町民との協働による行政を推進し、
行政運営の基本方針が明確化できる
ことであった。
検討体制については、平成１８年
度から平成１９年度の２年間で制定
し、素案づくり前から広く町民の意

見を募集し全町的な取組みとして推
進。検討委員会（町職員で構成）は
２年間で１３回、策定委員会（住民
で構成）は１５回の討議を重ねた。
このように、お互いに検討、報告
し自治基本条例ができた。
検討過程においては、多様な町民
層の意見を聞くため、多くの機会を
設けた。
条例の特徴としては、住民が中心

になって作成した
ということだ。開
成町は、子どもの
人口が多いことを
踏まえて、「子ど
もが健やかに育つ
環境」などについ
て条例で規定して
いる。

開成町の自治基本条例など
他 町 村 に 学 ぶ

平成23年9月26日（月）～ 28日（水）に議員研修を行った。

1日目は神奈川県開成町のあじさい自治基本条例について研修した。2日目は長野県川上村のレタス生産日本一の

取組み、路線バスとスクールバス兼用の取組み及び医療費削減の取組みについて研修した。最終日は国会議事堂の視

察を行い県選出の園田博之衆議院議員より国政の動向など話を伺った。今回の研修で得たものを御船町の町政に反映

できるよう提言していきたい。山本町長も研修に同行した。各常任委員会から報告する。

子
ど
も
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
に
し
た
い

…
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る

総
務
常
任
委
員
会
　
委
員
長
　
池
田
浩
二

神奈川県開成町

開成町あじさい自治基本条例の説明に熱心に耳をかたむける

御船町でも自治基本条例制定に向け始動
（職員によるワールドカフェ）
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９月２８日（水）午後1時から長野
県川上村での視察研修を行った。川
上村は群馬県・埼玉県・山梨県に隣
接する山間部の農村で人口約４，８００
人である。
急速に進展する高齢化社会や高福

祉社会に対応する介護支援や福祉
等の推進施設として、「保健福祉施
設ヘルシーパークかわかみ」が平成
１０年１１月にオープンした。
この施設は、川上村のヘルシー
パーク構想による福祉、保健、医療
の総合拠点施設となっている。
無料で入れる湯も
建物は３階建てで、１階には村民

広場やエントランスホール、軽食談
話コーナーがある。大浴場や中浴場
とリラクゼーション施設もある。２
階にはベイウインドーからフィット
ネスやエアロビクスなどと機能訓練
室、運動指導室がある。保健予防指
導部門と健康指導部門もある。３階
には高齢者福祉部門の高齢者憩いの
湯（６５歳以上は無料）などがある。
毎日全体打ち合わせを行う
保険と福祉と医療の総合施設であ

川上村は、千曲川の源流を有し、
水と冷涼な気候による高原野菜の生
産が基幹産業であり、レタスの生産
量は日本一を誇っている。
約６００戸の農家があり、内３７８戸

の農家には農業技術取得のために各
２～３名の外国人実習生を受け入れ
ていた。
農業後継者は非常に若く平均年齢

は２９歳。農業従事者の平均年齢も
５２歳。４０歳までの消防団員が定数
ちょうどの３００名という後継者の定
着率の高い村であった。
基幹産業であるレタスの栽培が

順調で、平均的な農家は年間収入が
２，５００万円以上あるらしい。

若者（後継者）の定住化の要因は
高所得らしいが、最後に執行部に若
者の結婚について質問すると、「所
得が安定して生活が満足している状
況で、婚活が進んでいない事が今の
不安材料である」との回答であった。
結婚観については、田舎も都会も
同じような感想だった。

ルバスだけでなく、路線バスも登下
校に利用している。現在、専用スクー
ルバスは２台、路線バス２台の合計
４台が運行しており、６７名が利用
している。
もともと民間会社が一日７往復運
行していたが撤退の申し入れを受け、
村営バスとして代替運行することを
昭和５７年に決めたものである。
混乗方式を導入し特別会計で
管理
路線バス運行とスクールバス運行

を、普通会計に属する特別会計とし
て一括管理することとし、スクールバ
ス運行費用相当分を一般会計教育費
から特別会計に繰り出すこととした。

るため毎日午後４時から各部署が集
まり全体打ち合わせを行うことで、
新規の相談者や各種申請、サービス
の調整ができる。３機関が顔の見え
る関係を築くことでサービス開始も
早くなる。
建物の成功
一本の廊下で診療所と中央棟、デ
イサービス、生きがいふれあいセン
ターが繋がっていることで外に出な
くても済む。床暖房でスリッパ不要
であり、高齢者や幼児に優しく安全
となっている。
路線バスとスクールバス
村営で一体運営
川上村では、路線バスと専用ス
クールバスと
もに村営で運
行している。
専用スクール
バスは、空き
時間には路線
バスとしても
活用している。
また児童生徒
は専用スクー

健康・生きがい・安心して暮らせます

レ
タ
ス
で

年
収
２
、５
０
０
万
円

…
若
い
後
継
者

長 野 県 川 上 村民生文教常任委員会　委員長　佐藤俊明

産
業
建
設
常
任
委
員
会
　
副
委
員
長
　
増
田
安
至

長
野
県
川
上
村

レタス畑に興味しんしん

保健福祉施設ヘルシーパークかわかみで説明を受ける
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ひと

六丁目
境　憲光 さん

編
集
後
紀

議
会
広
報
編
集
常
任
委
員
会

発
行
責
任
者

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

岩
田　

重
成

田
上　
　

忍

山
田　

五
郎

佐
藤　

俊
明

田
中　

隆
敏

永
山　

和
人

増
田　

安
至

　１０月２１日宮崎県児湯郡市町村
議会議員研修会に、微力ながら講
師として迎えられ、議会報告会や
通年議会などの取組みについて話
をする機会をいただいた。約１００
人の参加があった。熱心な質疑が
あり９０分の研修会は大盛況のう
ちに幕を閉じた。我が町議会の取
組みをひとつでも役立ててもらい
実行していただければありがたい。
　宮崎県児湯郡は宮崎県の中部に

位置し川南町、木城町、新
富町、高鍋町、都農町及び
西米良村からなる。（研修
会は西都市も参加）畜産が
盛んな地域だが、昨年は口
蹄疫問題で大変苦慮された。
現在は、その経験を活かし
防疫に細心の注意をされて
いる。
　食べ物もお酒もおいしい
児湯郡。ぜひ、また訪れたい。

1日 産業建設常任委員会視察研修
5日 全員協議会
8日 議会

12日 議会
16日 新議員研修
20日 宮城県大和町議会視察受入れ

■
編

集
・

御
船

町
議

会
広

報
編

集
常

任
委

員
会

　
　

■
発

行
・

熊
本

県
御

船
町

議
会

　
〒

8
6

1
-3

2
9

6
　

熊
本

県
上

益
城

郡
御

船
町

9
9

5
-1

　
電

話
 0

9
6

-2
8

2
-1

3
8

6
　

FA
X

 0
9

6
-2

8
2

-1
4

7
6

子どもに継続的な参画の場を

　

夏
に
雨
の
影
響
で
二
度
も

延
期
に
な
っ
た
御
船
町
の
花

火
大
会
が
11
月
13
日
に
開
催

さ
れ
た
。
秋
風
を
心
地
よ
く

感
じ
な
が
ら
澄
ん
だ
空
気
の

中
で
の
花
火
大
会
に
は
町
内

外
の
見
物
客
か
ら
歓
声
が
何

度
も
上
が
っ
て
い
た
。
夏
の

花
火
大
会
で
は
見
ら
れ
な
い

光
景
で
あ
る
。

　

さ
て
議
会
広
報
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
は
自
治
会
館
で
行

わ
れ
た
広
報
研
修
会
に
全
員

参
加
し
た
。
今
回
は
広
報
ク

リ
ニ
ッ
ク
も
お
願
い
し
て

あ
っ
た
の
で
プ
ロ
の
目
線
か

ら
助
言
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
た
。
写
真
の
撮
り
方
や
コ

メ
ン
ト
の
付
け
方
、
レ
イ
ア

ウ
ト
な
ど
今
後
の
広
報
誌
作

り
に
大
変
役
立
つ
研
修
会
で

あ
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
御
船

町
議
会
だ
か
ら
で
き
る
広
報

誌
作
り
を
目
指
し
、
広
く
町

民
に
愛
さ
れ
る
議
会
だ
よ
り

と
し
た
い
。

（
田
上　

忍
）

児湯郡 広がれ議会活性化の輪
議長　岩田重成

今
回
、ひ
と
つ
の
提
案
を
。

「
毎
年
、御
船
町
内
の
小
学
６
年

生
の
中
か
ら
、
正
式
な
議
員
を
選

出
し
ま
す
。」

議
員
で
す
か
ら
当
然
、
報
酬
を

支
給
し
ま
す
。た
だ
し
、研
究
と
報

告
の
義
務
を
課
し
ま
す
。
議
員
は
、

自
分
た
ち
が
住
み
た
い
御
船
町
に

つ
い
て
研
究
し
、そ
の
実
現
に
向
け

て「
リ
ア
ル
10
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会

議
」を
立
ち
上
げ
ま
す
。研
究
し
て

い
く
中
で
、具
現
化
へ
の
障
害
を
取

り
除
く
た
め
に
何
が
必
要
か
を
認

識
し
、そ
れ
に
つ
い
て
の
専
門
的
な

研
究
に
取
り
組
み
ま
す
。農
業
、法

律
、
建
築
、
福
祉
、
文
化
な
ど
様
々

な
分
野
を
専
門
的
に
研
究
す
る
た

め
、町
は
議
員
を
高
校
や
大
学
、地

方
自
治
の
団
体
、
外
国
な
ど
へ
出

向
、有
給
で
派
遣
し
ま
す
。８
年
後

か
ら
の
成
人
式
で
は
、毎
年「
10（
テ

ン
）
プ
ロ
」の
報
告
。
10
年
後
か
ら

当
年
度
の
最
終
報
告
を
行
い
ま
す
。

当
然
の
事
で
す
が
、そ
こ
に
い
わ
ゆ

る「
大
人
の
事
情
」は
介
入
さ
せ
ま

せ
ん
。

外
部
講
師
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

も
必
要
で
す
が
、
彼
ら
の
役
目
は

具
現
化
に
向
け
て
の
サ
ポ
ー
ト
で

あ
り
、目
標
を
作
る
の
は
い
う
ま
で

も
な
く
御
船
町
民
で
す
。も
っ
と
い

え
ば
、
10
年
後
、
20
年
後
、御
船
町

に
住
む
今
の
子
ど
も
た
ち
で
す
。

子
ど
も
た
ち
に『
も
っ
と
学
び

自
ら
考
え
る
時
間
と
場
所
』
を
与

え
ま
し
ょ
う
。そ
し
て
、わ
れ
わ
れ

大
人
は
、
法
律
や
条
例
さ
え
変
え

て
や
る
と
い
う
意
気
込
み
で
子
ど

も
た
ち
と
向
き
合
い
ま
し
ょ
う
。

「
自
ら
学
び
立
案
し
た
も
の
を

自
分
た
ち
の
手
で
具
現
化
し
て
い

く
。」議会

と
し
て
、
そ
れ
を
サ
ポ
ー

ト
出
来
る
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

御船町議会の取り組みを熱弁

議会の予定 

12月

がんばれ！


